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○実証期間 ： 平成２４年７月２３日（月）平成２４年７月２３日（月） ～～ 平成２４年９月２８日（金）平成２４年９月２８日（金）

実証概要実証概要実証概要

今今 夏夏 実実 証証 のの 概概 要要

○デマンドレスポンス（ＤＲ）の時間帯 ： 平日１３時～１６時平日１３時～１６時 （３時間）（３時間）

○デマンドレスポンスの実施回数 ： １５回１５回 （４０Ｐ、６０Ｐ、８０Ｐ各単価（４０Ｐ、６０Ｐ、８０Ｐ各単価××55回）回）
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○ＤＲの実施ルール ：

①参加者各戸に予め7000P（ポイント）を配布。※当初予定の5000Ｐから変更

②ＤＲ時間帯に単価を設定し、使用量に応じてポイントを減算。

－通常の平日単価 ： ２０Ｐ／２０Ｐ／kWhkWh。【時間帯別料金（ＴＯＵ）における13時～16時の単価】
－ＣＰＰ実施時単価 ： 通常単価の２・３・４倍（４０Ｐ、６０Ｐ、８０Ｐ）通常単価の２・３・４倍（４０Ｐ、６０Ｐ、８０Ｐ）

③実証終了時残ったポイントを１Ｐ＝1円で換金。
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①「お知らせ」の効果：節電のお願いによる、電力需要抑制効果

［効果の対象］お知らせ実施日のＢｸﾞﾙｰﾌﾟの電力使用量

②ＴＯＵの効果：平日通常単価（２０Ｐ）による、電力需要抑制効果

［効果の対象］ＣＰＰを実施しない平日のＣ、Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟの電力使用量

③ＣＰＰの効果：ＣＰＰ実施（単価を２～４倍に変更）による電力需要抑制効果

［効果の対象］ＣＰＰ実施日のＣ、Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟの電力使用量

基準

※効果の対象となるのは、平日13時～16時の間における電力使用量。

（※）CPP ： Critical Peak Pricing（ピーク時変動料金）
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今今 夏夏 実実 証証 のの 結結 果果 2

分析手法と評価分析手法と評価分析手法と評価

○気温、湿度、ＣＰＰ単価を変数とした重回帰分析（※）により算出される電力使用量（ｋＷｈ）を用い、各グループの電力使用量

（kWh）を比較検証。
○ ピーク時変動料金「ＣＰＰ」の効果は、重回帰分析の結果から「お知らせ」と「ＴＯＵ」の効果を除して算出。

○今夏全国的に行われた節電要請が電力需要抑制効果を押し上げている可能性があり、引き続き来夏の結果も用いて比較

検証を行っていく。

（※）重回帰分析 ： 実績値を、実績に与える影響が大きい要素（気温、湿度等）を変数にして数式化して分析する手法。

分析結果分析結果分析結果
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お知らせ ＴＯＵ ＣＰＰ

デマンドレスポンスの各種手法デマンドレスポンスの各種手法 需要抑制率需要抑制率

○節電のお願いの「お知らせお知らせ」の効果 ▲３．６％▲３．６％

○時間帯別料金「ＴＯＵＴＯＵ」の効果 平日２０Ｐ ▲４．６％▲４．６％

○ ピーク時変動料金
「ＣＰＰＣＰＰ」の効果

平日の２倍（４０Ｐ） ▲９．３％▲９．３％

平日の３倍（６０Ｐ） ▲１１．７％▲１１．７％

平日の４倍（８０Ｐ） ▲１４．１％▲１４．１％
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※デマンドレスポンス実施時間帯（13時～16時）の電力使用量合計の30分平均値

［参考］「見える化」の効果：

実証参加世帯とは別の約１５０世帯を無作為に抽出し、Ａグループと電力使用量の実績を比較したところ「見える化」の効果が３．９％となった。

ただ、アンケートの結果から、実証参加者の節電に対する理解度や意欲が一般の方に比べて高いことが分かっており、「見える化」の効果にも

その影響が含まれていると思われる。「見える化」の効果検証については、引き続き検討していく。
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○実証期間 ： 平成２４年１２月１７日（月）平成２４年１２月１７日（月） ～～ 平成２５年２月２８日（木）平成２５年２月２８日（木）

実証概要実証概要実証概要

今今 冬冬 ププ ロロ ググ ララ ムム のの 概概 要要

○デマンドレスポンスの時間帯 ： 平日１８時～２１時平日１８時～２１時 （３時間）（３時間）

○デマンドレスポンスの実施回数 ： ３０回程度／期間中３０回程度／期間中

❖ 最高気温の予報が１４℃以下となる任意の日にデマンドレスポンスを実施。

❖ 参加者には、デマンドレスポンス実施日の前日１６：３０以降にお知らせ。

○料金単価 ：

（1）平日通常（ＴＯＵ） ： ２０Ｐ／ｋＷｈ
（２）ＣＰＰ実施日 ： 通常単価の２倍（４０Ｐ）、３倍（６０Ｐ）、４倍（８０Ｐ）

※配布ポイント ： １６，０００ポイント

①節電のお願いの「お知らせ」の効果はどの程度か。

②時間帯別料金「ＴＯＵ」の効果はどの程度か。

③ ピーク時変動料金「ＣＰＰ」の効果はどの程度か。

（変動料金の最適価格はどの程度か）

④上記①・②・③は、夏季と比べ冬季の効果はどの程度か。

検検 証証 内内 容容
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ＤＲ手法ＤＲ手法＋ＣＰＰ＋ＣＰＰ＋ＴＯＵ＋ＴＯＵ＋お知らせ＋お知らせ何もしない何もしない

①

②

③ 最適な変動
料金を検証

○今夏と同様の４つの編成グループにより、各種取組みによる効果の比較検証を実施。
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